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大根田　周平 議員（9ページ）

　１　無電柱化推進計画の策定について

　２　土地利用計画策定の方策について

北條　勲 議員（10ページ）

　１　光の道加入促進について

　２　災害対策について

　貨　特別区全国連携プロジェクトへの加入について

水沼　孝夫 議員（11ページ）

　１　地方創生について

　２　庁内規定や指導・対応と適用について

小林　隆志 議員（12ページ）

　１　災害への対応について

　２　スマートフォンアプリの導入について

増渕　さつき 議員（13ページ）

　１　生きがいサロン運営事業について

　２　成年後見制度利用促進について

小林　一男 議員（14ページ）

　１　子育てについて

　２　公共交通について

一一一一一一一一一一一 般般般般般般般般般般般

質質質質質質質質質質質 問問問問問問問問問問問
ここが聞きたい
6人の議員が一般質問

　第3日目、第4日目に一般質問が行われ、6人の議員が町政について質問しました。

　一般質問は、定例会において行われ、議員が町の

行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、

所信の表明を求めるものです。質問する議員も、受

ける執行機関もともに十分な準備が必要なことから、

通告制とされています。

　質問時間は、1人につき質問・答弁を含め60分以

内とされています。

一般質問とは

〈次回の定例会は12月3日からの予定です〉

みんなで議会を傍聴しましょう
議会は、はがチャンネルでも放送します。

－ 放映時間 －

会議当日 円円円円 午後８時から
再 放 送  翌日の午後２時から
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一 般 質 問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

大根田　周平　議員

無
電
柱
化
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

祖
母
井
の
中
心
市
街

地
等
の
無
電
柱
化
推

進
計
画
を
策
定
し
て
は
。

町
長　

無
電
柱
化
の

取
り
組
み
は
、
地
域

住
民
の
生
活
環
境
の
改
善

や
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、

と
り
わ
け
防
災
性
の
向
上

や
安
全
で
快
適
な
通
行
空

間
の
確
保
、
良
好
な
景
観

形
成
や
観
光
振
興
の
観
点

か
ら
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
は
国
が
策
定
し

た
無
電
柱
化
推
進
計
画
及

び
県
の
無
電
柱
化
推
進
計

画
を
基
本
と
し
て
、
町
の

問答

区
域
に
お
け
る
無
電
柱
化

の
推
進
に
つ
い
て
、
計
画

を
定
め
る
よ
う
努
め
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
策
定
を
進
め
る
県
の

無
電
柱
化
推
進
計
画
の
動

向
を
注
視
す
る
と
と
も
に

町
の
無
電
柱
化
推
進
計
画

策
定
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

特
に
無
電
柱
化
を
推

進
し
て
ほ
し
い
の
は
、

祖
母
井
神
社
付
近
と
下
原

地
域
の
地
区
計
画
区
域
の

メ
イ
ン
と
な
る
道
路
。
両

地
域
に
は
推
進
組
織
が
あ

る
が
無
電
柱
化
の
意
見
や

要
望
は
な
か
っ
た
か
。

都
市
計
画
課
長　

祖

母
井
中
部
地
区
の
座

談
会
で
一
人
の
方
か
ら
無

電
柱
化
の
検
討
を
求
め
る

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
下

原
地
域
で
は
無
電
柱
化
に

関
す
る
意
見
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

土
地
利
用
計
画
の
策
定
の
方
策
に
つ
い
て

町
で
は
現
在
、
祖
母
井

の
土
地
区
画
整
理
事

業
、
下
原
地
域
の
地
区
計
画

事
業
な
ど
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
空
間
の
仕
上
が

り
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
を
導
入
し
て
は
。

町
長　

バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
は
ま
ち
づ

く
り
の
都
市
空
間
や
建
築

計
画
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
中

で
立
体
化
し
、
色
や
形
、
位

置
、
高
さ
や
広
さ
な
ど
、
簡

単
に
切
り
替
え
て
比
較
検

討
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
将

来
の
姿
を
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
効
果
的
と
考

え
ま
す
が
、
導
入
コ
ス
ト
も

か
さ
む
こ
と
か
ら
、
調
査
研

究
を
行
い
導
入
の
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
跡
地
利
用
に

つ
い
て
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
手
法
を
。

問答

町
長　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
市
場
調
査
は
、
民

間
業
者
か
ら
広
く
意
見
や

提
案
を
求
め
、
対
話
を
通
じ

て
市
場
性
な
ど
を
把
握
す

る
調
査
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
研
究
か
ら
始
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
橋
地
域
で
も
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
地

区
計
画
を
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
早
急
に
実
施

し
て
は
。

都
市
計
画
課
長　

橋

場

地

区
は
国

道
、
県

道
が
交
差
し
、さ
ら
に
路
線

バ
ス
の
結
節
点
で
も
あ
り
、

町
の
南
部
に
お
い
て
重
要
な

生
活
の
拠
点
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
現
在
の
重
点
事
業
の

進
捗
を
見
な
が
ら
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

答

▲無電柱化された真岡市の街並み

町
で
は
地
域
の
方
に

無
電
柱
化
を
推
進
し

て
い
る
か
。

都
市
計
画
課
長　

国

で
は
「
無
電
柱
化
の

日
」
を
定
め
て
推
進
し
て

い
ま
す
が
、
町
で
は
今
の

と
こ
ろ
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問答

問答

問答

▲現在の祖母井の街並み
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北條　勲　議員

光
の
道
加
入
促
進
に
つ
い
て

光
の
道
サ
ー
ビ
ス
の

加
入
世
帯
数
は
。

町
長　

芳
賀
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
含
む
光
の
道

総
加
入
世
帯
数
は
1
5
1

件
増
加
し
、
3
2
1
8
世

帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
く
家
を
建
て
る

際
に
、
定
住
促
進
等

の
補
助
と
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
加
入
を
セ
ッ
ト
に
で

き
な
い
か
。

企
画
課
長　

定
住
促

進
補
助
の
内
容
を
平

成　

年
4
月
に
改
正
し
、

31
問

光
の
道
サ
ー
ビ
ス
へ
の
加

入
を
補
助
の
条
件
と
し
ま

し
た
。
補
助
を
受
け
る
方

は
こ
ち
ら
に
加
入
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

答

災
害
対
策
に
つ
い
て

災
害
に
つ
い
て
、
次

の
点
を
問
う
。

①
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

は
あ
る
の
か
。

②
防
災
無
線
は
全
世
帯
に

伝
わ
る
の
か
。

③
避
難
所
を
快
適
に
す
る

対
応
は
。

④
緊
急
時
、
臨
時
職
員
も

招
集
は
あ
る
の
か
。

町
長　

①
計
画
の
策

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
気
象
状
況
に
よ
っ
て
は

聞
こ
え
な
い
こ
と
が
あ
り

ま

す
。
対

応

と

し

て
、

メ
ー
ル
や
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
の
配
信
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

③
最
低
限
の
備
蓄
品
等
を

準
備
し
て
い
ま
す
が
、
町

で
対
応
で
き
な
い
時
は
県

内
外
の
様
々
な
団
体
か
ら

災
害
時
応
援
協
定
に
よ
り
、

必
要
な
物
を
支
援
し
て
い

た
だ
き
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

④
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
際
の
第
2
次
配
備
で
正

職
員
が
対
応
で
き
な
い
場

合
は
臨
時
職
員
も
招
集
し

ま
す
。
た
だ
し
電
話
対
応

や
事
務
処
理
等
の
後
方
支

援
で
す
。

が
れ
き
の
仮
置
き
場

候
補
地
は
ど
こ
か
。

分
別
は
。

環
境
対
策
課
長　

学

校
跡
地
を
候
補
に
し

て
い
ま
す
。
廃
棄
物
の
量

に
よ
っ
て
は
運
動
公
園
も

候
補
地
に
検
討
し
て
い
ま

す
。
分
別
は
県
の
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
そ
の

と
き
の
災
害
の
状
況
に
応

じ
て
判
断
し
分
別
し
ま
す
。

猛
暑
日
に
は
防
災
無

線
で
熱
中
症
予
防
の

注
意
喚
起
の
放
送
は
で
き

な
い
か
。

総
務
課
長　

検
討
し

ま
す
。

避
難
所
で
ト
イ
レ
は

大
切
で
あ
る
。　

か
11

所
の
避
難
所
の
う
ち
9
か

所
は
、
下
水
道
管
が
あ
る
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設

置
し
て
は
。

総
務
課
長　

検
討
し

ま
す
。

避
難
所
で
は
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
保
て
ま
せ

ん
。
仕
切
り
や
ベ
ッ
ド
に

軽
く
て
簡
単
な
段
ボ
ー
ル

を
備
蓄
し
て
は
。

総
務
課
長　

必
要
な

資
材
は
、
支
援
を
し

て
く
れ
る
機
関
等
と
調
整

を
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

乳
幼
児
液
体
ミ
ル
ク

が
開
発
さ
れ
た
ら
保

護
者
は
助
か
り
ま
す
。
備

蓄
の
考
え
は
。

総
務
課
長　

開
発
さ

れ
れ
ば
視
野
に
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問答

問答

問答答 問

答

問

答 問

問答

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
加
入
に
つ
い
て

東
京　

区
は
共
存
共

23

栄
を
図
る
た
め
に
、

全
国
自
治
体
の　

・
2
％

51

と
連
携
・
交
流
を
し
て
い

ま
す
。
加
入
す
る
考
え
は
。

町
長　

町
を
P
R
す

る
た
め
良
い
手
法
と

考
え
、
会
員
登
録
手
続
き

を
進
め
、
有
効
な
活
用
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

答 問
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一 般 質 問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

水沼　孝夫　議員

地
方
創
生
に
つ
い
て

地
方
創
生
も
3
年
が

経
過
し
、
政
策
が
ど
の

程
度
人
口
減
少
を
抑
制
し
た

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

で
は
、
今
年
の
推
計
結
果
で
、

芳
賀
町
の
人
口
は
1
万
5
1

8
9
人
か
ら
2
0
4
5
年
に

は
6
6
0
7
人
減
っ
て
9
1

2
2
人
に
約　

パ
ー
セ
ン
ト

40

も
減
少
す
る
推
計
が
発
表
さ

れ
た
。
町
の
総
合
戦
略
は
人

口
の
将
来
展
望
を
2
0
4
0

年
に
1
万
4
0
0
0
人
と
し
、

今
回
の
推
計
と
は
、
約
5
0

0
0
人
も
の
乖
離
が
出
て
い

問

る
。
町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
長　

将
来
人
口
の
乖

離
に
つ
い
て
は
、
指
摘
の

と
お
り
、
そ
の
差
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
現
在
進
め
る

事
業
に
よ
る
効
果
と
社
会
情

勢
の
変
化
な
ど
の
推
移
を
見

定
め
、
来
年
度
行
う
第
6
次

振
興
計
画
の
中
期
計
画
策
定

に
あ
わ
せ
、
基
本
構
想
に
掲
げ

る
人
口
目
標
値
の
見
直
し
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
基
づ
く
K
P
I
（
重

庁
内
規
定
や
指
導
・
対
応
と
適
用
に
つ
い
て

職
員
指
導
に
お
い
て
、

昼
休
み
に
外
食
や
自

宅
に
戻
っ
て
食
事
を
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
と
い
う
話
を

聞
い
た
。
労
基
法　

条
は
「
使

34

用
者
は
休
憩
時
間
を
自
由
に

利
用
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
あ
り
、
休
憩
時
間
に
拘

束
す
る
こ
と
は
労
基
法
違
反

に
な
る
。
拘
束
す
れ
ば
賃
金

の
支
払
い
義
務
が
生
じ
る
。

3
月
議
会
で
地
元
の
商
工
業

振
興
を
お
願
い
し
た
が
、
ど

う
い
う
経
緯
で
の
指
導
な
の

か
、
事
実
関
係
と
見
解
を
問

う
。

副
町
長　

規
定
に
基
づ

く
運
用
を
し
て
い
ま
す

が
、
昼
休
み
で
も
緊
急
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
と

な
ら
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

対
応
に
つ
い
て
外
出
禁
止
の

指
示
を
出
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
都
合
で
外
出
す
る

職
員
の
動
向
を
上
司
が
把
握

で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
ほ
し

い
旨
の
指
示
を
し
た
わ
け
で
、

誤
解
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

要
業
績
評
価
指
標
）の
検
証
、

監
査
委
員
に
対
す
る
報
告
は

ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る

か
。

企
画
課
長　

K
P
I
の

実
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
年
実
績
の
管
理
は
行
っ
て
い

ま
す
が
、
実
績
に
つ
い
て
監
査

委
員
に
は
、
現
在
報
告
で
き
て

い
な
い
状
況
で
す
。こ
ち
ら
の

作
業
の
怠
慢
の
部
分
も
あ
る

と
思
う
が
、
監
査
に
つ
け
る
評

価
結
果
の
作
成
に
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。条

例
を
守
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
現
状
で
は
人

口
予
測
の
と
お
り
減
少
す
る
。

一
度
、
第
6
次
振
興
計
画
は

白
紙
に
戻
し
、
町
の
再
生
と

L
R
T
効
果
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
、
土
地
政
策

を
見
直
し
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
を

見
直
す
、
行
政
の
責
任
と
し

て
全
庁
挙
げ
て
早
急
な
対
応

を
さ
れ
た
い
が
い
か
が
か
。

企
画
課
長　

現
時
点
の

政
策
上
に
お
い
て
は
、
毎

年
少
子
化
対
策
等
に
最
終
的

に
は
毎
年
度
の
実
施
事
業
を

予
算
に
落
と
し
込
み
実
施
し

て
い
き
ま
す
が
、
少
子
化
対
策
、

L
R
T
等
、
町
を
形
づ
く
っ
て

い

く

部

分
、
ま

た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
維
持
、
社
会
保
障
等
の

方
向
性
を
探
り
な
が
ら
毎
年

の
事
業
の
予
算
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
く
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
愚
直
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答

問

答

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

芳賀北部４町人口推計グラフ
芳賀町 芳賀町2010 市貝町 茂木町 益子町

15,189 
15,559 

11,720 
13,188 

23,281 

14,256 
15,012 

11,230 
11,600 

22,146 

13,283 
14,410 

10,739 
10,151 

20,947 

12,285 
13,767 

10,231 
8,839 

19,655 

11,242 

13,085 

9,689 

7,628 

18,268 

10,161 

12,351 

9,082 

6,455 

16,812 

9,122 
8,428 

5,347 

15,346 

問

答

答

問

総人口（人）

2045年2040年2035年2030年2025年2020年2015年

12,35113,08513,76714,41015,01215,559芳賀町2010

9,12210,16111,24212,28513,28314,25615,189芳賀町

8,4289,0829,68910,23110,73911,23011,720市貝町

5,3476,4557,6288,83910,15111,60013,188茂木町

15,34616,81218,26819,65520,94722,14623,281益子町
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小林　隆志　議員

災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

「
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
」
の
導
入
の
考

え
を
問
う
。

町
長　

「
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
」
は
、

刻
一
刻
と
変
化
す
る
被
災

者
の
状
況
や
家
屋
被
害
状

況
を
記
録
・
更
新
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
罹

災
証
明
書
、
被
災
家
屋
証

明
書
の
発
行
は
も
と
よ
り
、

各
種
支
援
制
度
の
管
理
も

行
え
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
導

入
に
際
し
て
は
、
サ
ー

バ
ー
の
構
築
等
の
業
務
が

問

数
多
く
あ
り
、
費
用
負
担

も
生
じ
る
の
で
、
今
後
十

分
に
研
究
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

全
国
の
半
数
強
の
自

治
体
が
、
す
で
に
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
る
。
ま
ず
は
、
「
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
」
か
ら
、

講
師
の
派
遣
を
依
頼
し
て

は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

東
日
本

大
震
災
の
際
に
は
、

町
で
も
い
ろ
い
ろ
な
業
務

が
発
生
し
、
そ
の
経
緯
か

ら
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
非

常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
講
師
の
派
遣
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
経

緯
か
ら
生
ま
れ
た
紙

カ
ッ
プ
式
自
販
機
は
、
被

災
時
の
初
期
段
階
に
お
い

答

て
飲
料
、
特
に
お
湯
の
提

供
に
つ
い
て
有
効
で
あ
る
。

導
入
の
考
え
は
。

総
務
課
長　

災
害
対

応
型
紙
カ
ッ
プ
式
自

動
販
売
機
は
、
ア
ル
フ
ァ

米
、
粉
ミ
ル
ク
な
ど
を
調

合
す
る
お
湯
を
提
供
で
き

る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
導

入
に
つ
い
て
は
自
動
販
売

機
の
契
約
更
新
時
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問

答

行
政
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

ア
プ
リ
の
導
入
の
考

え
を
問
う
。

町

長　

ス

マ

ー

ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ

り
利
便
性
の
高
い
ア
プ
リ

の
需
要
は
高
ま
っ
て
お
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

役
立
て
て
い
る
自
治
体
が

全
国
で
増
え
て
い
ま
す
。

　

主
な
利
点
は
、
手
軽
な

操
作
感
に
加
え
、
カ
レ
ン

ダ
ー
や
時
計
、
地
図
情
報

な
ど
と
連
携
し
、
利
便
性

問

を
高
め
ら
れ
る
こ
と
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
必
要
な
情

報
を
得
ら
れ
る
こ
と
、
双

方
向
の
通
信
に
よ
り
情
報

の
や
り
取
り
が
可
能
で
あ

る
こ
と
な
ど
で
す
。
特
に
、

特
定
の
対
象
者
に
対
す
る

通
知
が
可
能
と
な
る
こ
と

や
、
デ
ー
タ
の
集
約
や
管

理
が
し
や
す
く
な
る
こ
と

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

ア
プ
リ
の
開
発
費
用
は

高
額
で
、
既
成
の
ア
プ
リ

答

を
利
用
す
る
に
は
利
用
料

が
発
生
す
る
の
で
、
費
用

対
効
果
に
つ
い
て
慎
重
な

検
討
が
必
要
で
す
。

　

他
市
町
の
先
進
事
例
を

参
考
に
分
野
ご
と
に
研
究

を
し
、
ア
プ
リ
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
導
入
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問答

▲紙カップ式自販機
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一 般 質 問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

増渕　さつき　議員

高
齢
者
福
祉
の
充
実
の
た
め
に
!

ど
う
な
る
「
生
き
が
い
サ
ロ
ン
」

い
つ
ま
で
も
要
介
護
状

態
に
な
ら
ず
、
生
き
が

い
を
持
っ
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
町
が
主
体
と
な
っ
て
運

営
が
始
ま
っ
た「
生
き
が
い
サ

ロ
ン
」　

町
内　

か
所
、
延
べ

19

8
5
7
回
、
延
べ
6
9
9
1

人
が
参
加
さ
れ
て
い
る
。（
平

成　

年
実
績
）

27

　

こ
れ
ま
で
の
生
き
が
い
サ

ロ
ン
の
振
り
返
り
と
成
果
、
今

後
の
具
体
的
な
方
向
性
を
お

聞
き
す
る
。

町
長　

介
護
保
険
制

度
の
開
始
翌
年
の
平
成

　

年
度
に
モ
デ
ル
事
業
と
し

13て
保
健
セ
ン
タ
ー
1
か
所
で

開
始
、
そ
の
後
全
大
字
へ
と
実

施
場
所
を
広
げ
、
現
在　

か
18

所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
参

加
者
の
平
均
年
齢
は　

・
7

80

歳
で
、
生
き
が
い
サ
ロ
ン
に
通

う
こ
と
で
、
健
康
へ
の
関
心
を

高
め
、
運
動
に
つ
な
が
り
生
活

に
つ
い
て
も
満
足
と
答
え
る

人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

生
き
が
い
サ
ロ
ン
は
要
支
援
者

ま
で
を
対
象
と
し
て
お
り
、
通

い
な
れ
た
サ
ロ
ン
に
継
続
し
て

通
う
こ
と
で
要
介
護
に
な
る

の
を
遅
ら
せ
る
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
と
と
も
に
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

も
進
め
て
い
く
た
め
平
成　
31

年

度
か
ら
は
芳

賀

町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
全
部
の

サ
ロ
ン
を
委
託
す
る
方
向
で

進
め
て
い
ま
す
。
介
護
予
防

に
関
す
る
こ
と
や
体
力
測
定
、

運
動
指
導
、
血
圧
測
定
な
ど

は
町
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

委
託
先
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者

の
就
労
支
援
と
い
っ
た
傾
向

が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
介
護

や
福
祉
の
研
修
な
ど
、
運
営

の
後
方
支
援
や
ス
タ
ッ
フ
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
町
は
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

福

祉

対

策

課

長　

ス

タ
ッ
フ
へ
の
研
修
会
な
ど

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
町
で

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問答

問答

ど
う
広
げ
る
?
成
年
後
見
制
度

平
成　

年
3
月
に

29

「
成
年
後
見
制
度
利

用
促
進
基
本
計
画
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
、
全
国
ど
の

地
域
に
住
ん
で
い
て
も
成

年
後
見
制
度
の
利
用
が
必

要
な
人
が
制
度
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
観
点
か

ら
各
市
町
村
に
さ
ま
ざ
ま

な
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
。

①
町
の
成
年
後
見
制
度
利

用
に
つ
い
て
の
実
施
把
握

の
状
況

②
制
度
の
利
用
に
関
す
る

費
用
等
へ
の
助
成

③
市
町
村
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

町
長　

①
昨
年
度
は

延
べ　

件
の
権
利
擁

76

護
の
相
談
が
あ
り
2
人
が

後
見
人
の
選
定
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

②
「
芳
賀
町
成
年
後

見
制
度
利
用
支
援
事

業
実
施
要
綱
」
を
平

成　

年
に
制
定
し
運

21

用
し
て
い
ま
す
。

③
「
芳
賀
町
地
域
福
祉
計

画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

の
来
年
度
の
見
直
し
の
際

に
国
の
計
画
も
勘
案
し
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

「
芳
賀
地
区
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
」
の
よ

う
に
4
町
の
協
議
会
の
中

で
「
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
」

を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

福
祉
対
策
課
長　

こ

れ
か
ら
の
計
画
づ
く

り
の
中
で
関
係
機
関
と
相

談
し
な
が
ら
検
討
し
、
計

画
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問

答 問

答

▲生きがいサロンの様子
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一 般 質 問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

小林　一男　議員

子
育
て
に
つ
い
て

芳
賀
町
の
子
育
て
、
教

育
支
援
を
今
後
ど
う

構
築
、
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
、

地
域
社
会
の
関
わ
り
や
男
女

共
同
参
画
の
視
点
も
合
わ
せ

て
問
う
。ま
ず
、
芳
賀
町
職
員

の
育
児
休
暇
取
得
状
況
と
今

後
の
あ
り
方
は
。

町
長　

平
成　

年
度
の

28

育
児
休
暇
取
得
者
は

3
人
、　

年
度
は
5
人
、
今
年

29

度
9
月
1
日
現
在
で
3
人
、

内
1
人
は
男
性
で
す
。
女
性
の

活
躍
を
推
進
す
る
上
で
、
男

性
の
育
児
参
加
は
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
育

問

児
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

夫
の
家
事
・
育
児
問
題

が
第
2
子
の
出
生
率
に

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
夫
が

全
く
家
事
を
し
な
い
夫
婦
の

第
2
子
出
生
率
は
7
・
5
％

だ
が
、
1
日
1
時
間
夫
が
家

事
に
関
わ
る
夫
婦
の
第
2
子

出
生
率
は　

％
と
の
結
果
報

40

告
が
あ
る
。
育
児
休
業
を
取

ら
な
い
ま
で
も
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
ら
一
定
期
間
残
業
を

さ
せ
ず
に
妻
の
サ
ポ
ー
ト
を

さ
せ
て
は
。

総

務

課

長　

残

業
は

命
令
に
よ
っ
て
業
務
を

行
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
業

務
の
進
捗
度
等
あ
り
ま
す
が
、

配
慮
は
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

保
育
園
や
小
学
校
・
学

童
保
育
と
地
域
と
の
関

わ
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教

育

長　

保

育

園
や

認
定
こ
ど
も
園
で
お
預

か
り
す
る
0
歳
か
ら
6
歳
児

答

と
い
う
期
間
は
生
涯
に
わ
た

る
人
格
形
成
に
大
切
な
時
期

で

す
。
温

か
な

人
の

交

流
、

様
々
な
体
験
を
通
じ
て
豊
か

な
人
間
性
を
持
っ
た
子
ど
も
と

な
る
よ
う
保
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
地
域

連
携
教
員
が
中
心
と
な
り
、

地
域
連
携
推
進
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

小
学
校
合
併
に
伴
い
、

地
域
と
の
関
わ
り
が
薄

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

が
対
策
は
。

教
育
長　

平

成　

年

28

度
に
策
定
し
た
芳
賀
町

教
育
大
綱
の
基
本
理
念
は
、

「
地
域
の
教
育
力
で
未
来
を
つ

く
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
」

と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
を
具
現

化
す
る
た
め
、
学
校
運
営
協

議
会
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
ひ
ば
り
の
運
行
拡
大
に
つ
い
て

芳
賀
赤
十
字
病
院
の
開

院
や
L
R
T
開
通
に
合

わ
せ
て
、ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー

ひ
ば
り
の
再
構
築
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
う
が
対
策
は
。

町
長　

先
月
、
利
用
者

や
登
録
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
平
成　

年
春

31

開
院
予
定
の
芳
賀
赤
十
字
病

院
へ
の
受
入
実
現
に
向
け
て
、

運
行
計
画
・
費
用
・
組
織
体
制

等
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

橋
場
か
ら
真
岡
市
ま
で

は
民
間
バ
ス
が
運
行
さ

れ
て
い
る
。そ
の
路
線
維
持
に

補
助
を
出
し
て
い
る
が
、
民
間

バ
ス
と
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
ひ

ば
り
を
連
携
さ
せ
て
経
費
削

減
は
で
き
な
い
か
。

都
市
計
画
課
長　

現

在
の
路
線
バ
ス
運
行
状

況
は
、
1
日
往
復
6
便
・
日
中

1
便
と
い
う
状
況
で
す
。
ど
の

程
度
連
携
で
き
る
か
は
現
時

点
で
は
不
明
で
す
が
協
議
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

答問答

問

答

問答

問答

▲保育園の様子

▲ふれあいタクシーひばり


